
クラレノリタケデンタル株式会社 作成日 2016年 6月 1日(第1版) 

製品名 クラックファインダー 改訂日 2024年 1月25日(第6版) 

 

 

整理番号：33-0020D 1/8  
 

安全データシート 

 

1．化学品及び会社情報 

化学品の名称（製品名） クラックファインダー（旧 ノリタケクラックファインダー） 

会社名 クラレノリタケデンタル株式会社   

住所 東京都千代田区大手町２－６－４ 常盤橋タワー 

担当部署 品質保証室 

電話番号 03-6701-1730   

Fax.番号 03-6701-1805   

緊急連絡先 0120-330-922  (月曜～金曜 10:00～12:00、13:00～17:00) 

050-3499-2717 (上記フリーダイヤル営業時間外) 

推奨用途および使用上の制限 歯科用クラック検出液（セラミック用） 

整理番号 33-0020D 

 

２．危険有害性の要約 

GHS分類  

物理化学的危険 GHS分類に該当する項目はない  

健康に対する有害性 皮膚腐食性／刺激性 区分2 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分2A 

 発がん性 区分2 

 生殖毒性 区分1B 

 特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分2 

環境に対する有害性 水生環境有害性  短期（急性） 区分1 

 水生環境有害性  長期（慢性） 区分2 

 

シンボル 

 
注意喚起語 危 険 

危険有害性情報 皮膚刺激 

 強い眼刺激 

 発がんのおそれの疑い 

 生殖能又は胎児への悪影響のおそれ 

 長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ 

 水生生物に非常に強い毒性 

 長期継続的影響により水生生物に毒性 

注意書き  

安全対策 ・保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 

 ・取扱い後は手、顔をよく洗うこと。 

 ・使用前に添付文書及び取扱説明書を入手すること。 

 ・すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

 ・ﾐｽﾄ／蒸気／ｽﾌﾟﾚｰの吸入を避けること。 

 ・環境への放出を避けること。 

 ・漏出物を回収すること。 

応急措置 ・皮膚（又は髪）に付着した場合：多量の水と石鹸で洗うこと。 

 ・皮膚刺激が生じた場合：医師の診断／手当てを受けること。 

 ・汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。 

 ・眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次に、ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞを着用していて容易

に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

 ・眼の刺激が続く場合：医師の診察/手当てを受けること。 
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 ・ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診察/手当を受けること。 

 ・気分が悪い時は医師に連絡すること。 

 ・吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

保管 ・直射日光を避け、冷所に保管すること。 

・換気の良い場所で保管すること。 

 ・容器を密閉しておくこと。 

廃棄 ・内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託し適

切に廃棄すること。 

 

３．組成及び成分情報 

組成情報は営業上の秘密に該当するため、含有量を幅記載とする。 

化学物質・混合物の区別  混合物 

化学名又は一般名 
濃度 CAS番号 化審法 安衛法(閾値) PRTR法 

管理番号 
毒劇法 

（％）  公示番号 表示 通知 

脂肪族／脂環式炭化水素 

（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 
50-60 64742-47-8 - ≧1％ ≧1％ 非該当 非該当 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)※１ 30-40 117-81-7 3-1307 ≧0.3％ ≧0.1％ 355 非該当 

ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)ﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ

※２ 
10-20 9016-45-9 7-172 非該当 非該当 410 非該当 

その他(染料) ＜5 非公開 非公開 非該当 非該当 非該当 非該当 

※１ 発がん性：区分2、生殖毒性：区分1B、特定標的臓器毒性（反復ばく露）：区分2 （肝臓、精巣） 

※２ 生殖毒性：区分2 

 

４．応急措置 

吸入した場合 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

必要に応じて医師の診断／手当てを受けること。 

皮膚に付着した場合 多量の水と石鹸で洗うこと。 

皮膚刺激が生じた場合、医師の診断／手当てを受けること。 

眼に入った場合 水で数分間注意深く洗うこと。次にｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞを着用していて容易に外せる場合は

外すこと。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合、医師の診断／手当てを受けること。 

飲み込んだ場合 口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。 

 必要に応じて医師の診断／手当てを受けること。 

 

５．火災時の措置 

適切な消火剤 粉末消火剤、泡消火剤、二酸化炭素、水噴霧 

使ってはならない消火剤 棒状注水 

特有の危険有害性 火災によって刺激性・毒性又は腐食性のｶﾞｽを発生する恐れがある。 

特有の消火方法 火災発生場所の周辺への関係者以外の立入りを禁止する。 

移動可能な容器は、速やかに安全な場所へ移動すること。 

移動できない場合には、容器とその周辺に散水して冷却すること。 

燃焼源の供給を速やかに止めること。 

消火作業は風上から行い、周囲の状況に応じた適切な消火方法を用いること。 

 消火作業の際は、適切な保護具を着用すること。 
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６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項 

保護具および緊急措置 

作業者は適切な保護具（「8.ばく露防止及び保護措置」の項を参照）を着用するこ

と。 

屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行うこと。 

漏出した場所の周辺にﾛｰﾌﾟを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止すること。 

風上から作業すること。 

眼や皮膚との接触は避けること。 

ﾐｽﾄ／蒸気／ｽﾌﾟﾚｰを吸入しないこと。 

環境に対する注意事項 環境への放出を避けること。 

河川、下水道、土壌に排出されないように注意すること。 

回収・中和 土砂等で流出の拡大防止を図り、乾燥砂、吸着ﾏｯﾄ等に吸着、又は吸引機等で回

収すること。 

封じ込め及び浄化方法・機材 危険でなければ漏れを止めること。 

着火源を速やかに取り除くこと。 

二次災害の防止策 付近の着火源となるものを速やかに取り除くこと。 

着火した場合に備え、消火器などを準備すること。 

  

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い  

 安全取扱い注意事項  『8.ばく露防止及び保護措置』に記載の適切な保護具を着用する。 

 着火源の近くや高温下での作業は避ける。 

屋外又は換気の良い場所でのみ使用する。 

 皮膚、粘膜に触れたり、眼に入らないように保護手袋、保護眼鏡、保護服等の適切

な保護具を着用する。 

 粉塵／煙／ｶﾞｽ／ﾐｽﾄ／蒸気/ｽﾌﾟﾚｰを吸い込まないようにする。 

 使用前に取扱説明書をよく読む。 

本品に対して発疹、皮膚炎等の過敏症の既往歴のある作業者は使用しない。 

衛生対策 取扱い後に手、顔等をよく洗う。 

保管  

保管条件 直射日光を避け、換気の良い冷所に保管する。 

 混触危険物、火源の近くにおかない。 

 容器を密閉して保管する。 

容器包装材料 ｵﾘｼﾞﾅﾙの容器に保管する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

管理濃度 

（作業環境評価基準） 

未設定 

許容濃度  

日本産業衛生学会 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) TWA = 5 mg/m3 

ACGIH 脂肪族／脂環式炭化水素 TLV-TWA = 200 mg/m3 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) TLV-TWA = 2 ppm 

保護具  

呼吸用保護具 防毒ﾏｽｸ又は呼吸ﾏｽｸを着用する。 

手の保護具 不浸透性の適切な保護手袋を着用する。 

眼、顔面の保護具 保護眼鏡又はｺﾞｰｸﾞﾙ型保護眼鏡を着用する。 

皮膚及び身体の保護具 長袖保護衣を着用する。 

必要に応じて顔面用保護具、保護長靴を着用する。 

衛生対策 取扱い後はよく手を洗う。 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。 

保護具は保護具点検表により定期的に点検すること。 

作業着は再使用の前に洗濯すること。 
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９．物理的及び化学的性質 

物理状態 液体 

色 赤色 

臭い ｵｲﾙ臭 

融点・凝固点 情報なし 

沸点又は初留点及び沸点範囲 情報なし 

可燃性 情報なし 

爆発下限及び爆発上限界/可燃限界 情報なし 

引火点 94℃ 

自然発火点 情報なし 

分解温度 情報なし 

pH 情報なし 

動粘性率 情報なし 

溶解度  

 水 不溶 

 有機溶剤 情報なし 

n-オクタノール/水分配係数 情報なし 

蒸気圧 情報なし 

密度及び/又は相対密度 0.9 g/cm3 

相対ガス密度 情報なし 

粒子特性 情報なし 

その他のデータ（放射性、かさ密度、

燃焼持続性） 

情報なし 

 

１０．安定性及び反応性 

反応性 通常の取扱いでは安定。 

化学的安定性 通常の取扱いでは安定。 

危険有害反応可能性 強酸化剤と反応し、火災や爆発の危険をもたらす。 

避けるべき条件 熱、火花、火炎などの発火源 

混触危険物質 酸、塩基、酸化剤、強酸類、ﾊﾛｹﾞﾝ、ﾊﾛｹﾞﾝ化合物、ﾆﾄﾗｰﾄ 

危険有害な分解生成物 情報なし 

 

１１．有害性情報 

 成分の有害性情報 

急性毒性  

   経口 脂肪族/脂環式炭化水素 ﾗｯﾄ LD50 > 15000 mg/kg-bw 

(IUCLID (2000)) 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) ﾗｯﾄ LD50 ≥ 20000 mg/kg-bw 

(NICNAS (2010)他) 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ ﾗｯﾄ LD50 =1300 mg/kg-bw  

(ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数10の場合) 

(環境省ﾘｽｸ評価第5巻(2006)) 

   経皮 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) ｳｻｷﾞ LD50 = 25000 mg/kg-bw 

(EU-RAR No.42 (2003)他) 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ ｳｻｷﾞ LD50 = 1800 mg/kg-bw  

(ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数4の場合) 

 ｳｻｷﾞ LD50 > 10000 mg/kg-bw  

(ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数10の場合) 

(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2005)) 

   吸入：気体 GHSの定義における液体であるため分類対象外。 

   吸入：蒸気 情報なし 

   吸入：粉塵およびミスト ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) ﾗｯﾄ ﾐｽﾄ 4hr-LC50 ≥ 10.62 mg/m3 

(EU-RAR No.42 (2003)他) 
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皮膚腐食性／刺激性 脂肪族/脂環式炭化水素： 

ｳｻｷﾞを用いた試験（OECD TG 404）の適用時間4時間、観察期間24、

48 、 72 時 間 の Dreize Score の 平 均 は 紅 斑 ＝ 0.2 、 浮 腫 ＝ 0.0

（IUCLID(2000))。他のｳｻｷﾞを用いた試験（OECD TG 404 GLP）のDreize 

Scoreの平均は紅斑＝1.7、浮腫＝0.7 (IUCLID (2000))又は刺激性なし

（IUCLID(2000))の結果であった。 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)： 

EU-RAR No.42 (2003) のｳｻｷﾞを用いた皮膚刺激性試験の記述から、

軽度な皮膚刺激性と判断されている。またﾋﾄにおいて、皮膚反応は観

察されなかったとの報告がある。以上の結果から、区分外とした。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ：区分2 

NITE有害性評価書(2007)にﾋﾄに対して皮膚一次刺激性を示すと記載さ

れている。またｳｻｷﾞを用いた皮膚刺激性試験においてｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの

付加ﾓﾙ数2～9で中等度から強度の刺激性を、10以上の原液が、無刺

激性又は軽度の刺激性を示したとの報告があり、区分2とした。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 脂肪族/脂環式炭化水素： 

ｳｻｷﾞを用いた試験(GLP)では「刺激なし=Not irritating」であった。

(IUCLID (2000)) 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)：区分2B 

EU-RAR No.42 (2003) の記述から、眼刺激性なし又は軽微な眼刺激性

を有すると考えられ、軽微な眼刺激性があるという試験結果に基づい

て、区分2Bとした。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ：区分2A 

NITE有害性評価書(2007)に、ｳｻｷﾞを用いた眼刺激性試験において、ｴﾁ

ﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数2～15の原液が中等度から強度の刺激性を示し

たとあることから、区分2Ａとした。 

呼吸器感作性 情報なし 

皮膚感作性 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)： 

EU-RAR No.42 (2003) の記述「ﾓﾙﾓｯﾄを用いたﾏｷｼﾏｲｾﾞｰｼｮﾝ法及びﾋﾞ

ｭｰﾗｰ(Buehler) 法で調べた限り、ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)は皮膚感作

性を示さなかった。」から、皮膚感作性なしと考えられ、区分外とした。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ： 

NITE有害性評価書(2007)に、ﾓﾙﾓｯﾄを用いたﾏｷｼﾏｲｾﾞｰｼｮﾝ試験にお

いてｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数6の場合、感作性を示さなかったとの報告

がある。ﾃﾞｰﾀ不足のため、分類できないとした。 

生殖細胞変異原性 脂肪族/脂環式炭化水素： 

Disel fuelのﾏｳｽの吸入曝露による優性致死試験（生殖細胞in vivo 変

異 原 性 試 験 ） と Disel 2 (CAS No:64742-47-8) の DMSO お よ び

cyclohexane/DMSO抽出物のﾏｳｽの経口投与による骨髄細胞小核試

験（体細胞In vivo変異原性試験）の結果は陰性(ATSDR (1995))である

が、分類対象物質については抽出物の試験結果しかなく、また複数指

標のin vitro変異原性試験陽性のﾃﾞｰﾀもないことから分類できないとし

た。なお、ｹﾛｼﾝのﾗｯﾄの腹腔内投与による骨髄細胞染色体異常試験

（体細胞In vivo変異原性試験）の結果は陰性であるが、動物および標的

臓器での毒性の記載がなく確定できないとしている(ATSDR (1995))。ま

た 、 In vitro 変 異 原 性 試 験 ： ｴ ｰ ﾑ ｽ 試 験 に お い て は Disel 2 

(CAS:64742-47-8)のDMSOおよびｼｸﾛﾍｷｻﾝ/DMSO抽出物で陽性の結

果が得られている(ATSDR(1995))。 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)： 

NITE初期ﾘｽｸ評価書（2005）、ATSDR(2002)等の記述から、陽性結果も

認められる。遺伝子突然変異、染色体異常、DNA損傷の検出系で多く

が陰性であり本物質に変異原性はないとされている。以上の結果から、

分類できないとした。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ： 

NITE有害性評価書(2007)、NITE安全性試験結果報告（Access on 
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September 2016）に、ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞの付加ﾓﾙ数9～12の場合、invivoで

は、優性致死試験、ﾏｳｽの骨髄細胞を用いた小核試験で陰性、in vitro

では、細胞の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞の染色体異常試験

で陰性と報告されていることから分類できないとした。 

発がん性 脂肪族/脂環式炭化水素： 

IARC(IARC vol.45, 1989)がｹﾛｼﾝ(CAS: 8008-20-8)を含むJet Fuelを

Group3に分類している。 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)：区分2 

IARC (2013)でｸﾞﾙｰﾌﾟ2Bに分類されている。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ： 

NITE有害性評価書(2005)に毒性試験ﾃﾞｰﾀの記載があるが区分外とす

るにはﾃﾞｰﾀ不足と判断し、分類できないとした。 

生殖毒性 脂肪族/脂環式炭化水素： 

ｹﾛｼﾝのﾗｯﾄを用いた吸入曝露による催奇形性試験での結果は「陰性」

(IUCLID(2000))であったが、親の性機能及び生殖能に関するﾃﾞｰﾀがなく

分類できないとした。 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)：区分1B 

ﾏｳｽを用いた経口経路（混餌）での連続交配試験において、交差交配で

は雌雄両方の生殖能に関する影響が確認された。また、ﾏｳｽを用いた

経口経路（強制）催奇形性試験において、母動物毒性がみられない用

量で、胎児毒性、児動物毒性がみられた(NITE初期ﾘｽｸ評価書 

(2005))。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ： 

NITE有害性評価書(2007)に、母動物毒性発現量で同腹児数の減少が

みられたとの報告があることから、区分2とした。 

特定標的臓器毒性(単回ばく露) ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)：区分3（気道刺激性） 

特定標的臓器毒性(反復ばく露) 脂肪族/脂環式炭化水素： 

ﾗｯﾄを用いた13週間の経口投与試験(OECD TG 409 GLP)でｶﾞｲﾀﾞﾝｽの

区分2を超える雄の1000 mg/kgの用量と雌の 500 mg/kg 及び 1000 

mg/kgの用量で肝細胞の肥大以外に影響は見られない（IUCLID(2000)）

ことから区分外(経口投与）に該当するが、ﾘｽﾄ2のﾃﾞｰﾀであり、他の経

路のﾃﾞｰﾀがないことから分類できないとした。 

ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)：区分2（肝臓、精巣） 

ﾗｯﾄの13週間又は2年間混餌投与試験で精巣への影響及び肝臓への

影響がみられている。精巣：28.9 - 37.6 mg/kg/day、肝臓：37 – 63 

mg/kg/day（ATSDR(2002)他）。 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ： 

NITE有害性評価書(2007)、環境省ﾘｽｸ評価第5巻（2006）に、ﾗｯﾄ、ｲﾇを

用いた複数の試験報告がある。多くは区分2までの範囲で肝臓重量増

加がみられている。ﾗｯﾄを用いた混餌による90日間反復投与毒性試験

において、区分2を超える用量で脂質沈着を伴う肝細胞変性、肝細胞の

巣状壊死と腎尿細管の壊死等が認められている。 

なお、EO 4、6、15、20、30のｲﾇを用いた混餌による90日間反復投与毒

性試験において、EO 20についてのみ心筋の限局性壊死の報告があ

る。この所見については、同一著者によるEO 9を用いたｲﾇの同様な試

験、EO 4あるいはEO 9を用いた混餌によるより長期の試験 (2年間反

復投与毒性試験) においても同様な所見がみられていない。また、同一

著者によるﾗｯﾄを用いた同様の試験 (EO4、6、15、20、30のﾗｯﾄを用い

た混餌による90日間反復投与毒性試験) において認められていない。 

以上より、心血管系への影響はEO 20を投与したｲﾇでのみみられ、ﾗｯﾄ

ではみられていないことから、一般的な本物質 (EO 10程度) ではみら

れないと考えられ、標的臓器とするには適切ではないと考えられた。 

誤えん有害性 情報なし 
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１２．環境影響情報 

 成分の環境有害性情報 

生態毒性 

 

脂肪族/脂環式炭化水素 魚類(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ)：96hr-LC50 = 2.2mg/L (Aquire (2009)) 

 

[水生環境有害性  短期（急性）：区分1] 

[水生環境有害性  長期（慢性）：区分2] 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 

甲殻類（ﾐｼｯﾄﾞｼｭﾘﾝﾌﾟ）：48hr-LC50 = 0.71 – 2.2 mg/L 

（環境省ﾘｽｸ評価第7巻(2009)） 

水溶解度 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 0.003 mg/L（EU-PAR、2001） 

残留性・分解性 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 水中での生分解性半減期：50日（EU-RAR、2001） 

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ BODによる分解度：0%（既存点検, 1982） 

生体蓄積性 ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 生物蓄積性BCF：840（EU-RAR、2001） 

土壌中の移動性 情報なし 

オゾン層への有害性 ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の付属書にﾘｽﾄｱｯﾌﾟされている成分を含まない。 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物 廃棄の際は、関連法規ならびに地方自治体の規準に従う。 

 都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共団体が

その処理を行っている場合にはそこに委託して処理する。 

汚染容器及び包装 容器は関連法規ならびに地方自治体の規準に従って適切な処分を行う。 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制  海上規制情報 ： IMOの規定に従う。 

 UN No. ：3082 

 Proper Shipping Name ： 環境有害物質(液体） 

 Class ：9 

 Packing Group ：III 

 航空規制情報 ： ICAO／IATAの規定に従う。 

 UN No. ：3082 

 Proper Shipping Name ： 環境有害物質(液体） 

 Class ：9 

 Packing Group ：III 

国内規制 陸上輸送情報 ： 消防法に従う。 

 海上輸送情報 ： 船舶安全法に従う。（IMOに準拠） 

 航空輸送情報 ： 航空法に従う。（ICAOに準拠） 

特別安全対策 輸送に際しては、容器の破損、腐食、漏れのないことを確かめる。 

転倒、落下、損傷のないように積み込み、荷崩れ防止を確実に行う。 

 直射日光を避けて輸送する。 

その他関係法規の基準に従い輸送を行う。 

緊急時応急措置指針番号 ― 
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１５．適用法令 

化審法 優先評価化学物質 ： ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 

安衛法 名称等を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物 ： 脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟ

ﾘｯﾄ）､ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 

有機溶剤中毒予防規則 第三種有機溶剤 ： 脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

危険物・引火性の物 ：脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

化管法（PRTR法） 第一種指定化学物質 ： ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)、ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ〔ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁ

ﾚﾝ) = ｱﾙｷﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ（ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9のもの）〕 

毒劇法 非該当 

消防法 第4類 第三石油類 非水溶性 危険等級Ⅲ 

じん肺法 非該当 

大気汚染防止法 揮発性有機化合物 ： 脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

土壌汚染対策法 非該当 

水質汚濁防止法 非該当 

海洋汚染防止法 有害液体物質（Y類） ： 47(ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ)、脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽ

ﾋﾟﾘｯﾄ） 

航空法 引火性液体類 ： 類脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

その他の有害物件（施行規則第194条） 

船舶安全法 引火性液体 ： 類脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

有害性物質（危規則第2条第1項） 

港則法 危険物・引火性液体類 ： 類脂肪族／脂環式炭化水素（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） 

 

１６．その他の情報 

記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データにもとづいて作成しておりますが、含有量、物理化学的性質、危

険・有害性等に関しては、いかなる保証をなすものではありません。また、注意事項は通常の取扱いを対象としたもの

なので、特殊な取扱いの場合には、用途・用法に適した安全対策を実施の上ご利用下さい。このSDSは、新しい知見

により予告なく改訂することがあります。 

 


